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原因 → 観察 → 尺度 → 介入 → 再評価を 1 枚で整理

基本情報

対象者 ID 記録日

記録者 場所 / 場面

1. まず外す（ 急変・可逆要因 ）

確認項目 確認

急な変化がある

疼痛 / 不快が強い

感染を疑う

便秘 / 尿閉がある

睡眠不足が続く

薬剤変更がある

変化の始まり / 気になる前提

2. ABC 観察（ 1 エピソードを短く残す ）

A 先行事象

直前の出来事 / 時間帯

B 行動

見えた行動 / 強さ

C 結果

周囲の反応 / その後

3. 尺度 / 情報源（ 必要時のみ使う ）

使う尺度
NPI NPI-NH NPI-Q 未実施

主な情報源（ 本人 / 家族 / スタッフ ）

使う理由 / 観察期間

4. 介入の方針（ A / B / C のどこを変えるか ）

狙う場所 観点 具体策 / 統一事項

A を変える 誘因を減らす

B を変える 代替行動

C を変える 終わり方調整

5. 再評価（ 同じ条件で取り直す ）

固定する項目 確認

情報源 / 観察期間をそろえる

時間帯をそろえる

場所 / 刺激量をそろえる

担当 / 声かけをそろえる

直前のケアを確認する

何を変えたか

どう変わったか

次に確認すること
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